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2011 年版と表記が異なるものの，動詞 3,877 語（2011 年版の動詞の総数）のうち，
約 7割にあたる 2,705 語の表記は 2011 年版と同じである。
2.2 『NHK用字用語辞典　第2版』（1973）

















































































































　日本新聞協会の新聞用語懇談会が 2001 年 5 月 31 日の合同総会で常用漢字と同様に
使うことにした表外字 39 種と表外音訓 9字種 10 訓の中に「描く（かく）」が含まれ
ていた。『NHK』の 2001 年版では「NHKとして採用するか現在検討中であり，取り
扱い注意」とし辞書の用例集には「かく〈▲描く〉」と記したが，2001 年の第 1229








































































































































































































NHK 教科書 共同 読売
あげる △ あげる あげる △
いたす △ いたす × ×
いただく 頂く 頂く／いただく 頂く 頂く
うかがう 伺う × 伺う 伺う
くださる 下さる くださる 下さる ×
ください △ ください 下さい 下さい
まいる 参る 参る 参る 参る


































































































































































































































































































月 8 日の第 1158 回の放送用語委員会で「獲物を狙う」「狙い撃ち」など「狙う」「狙い」
と書いてもよいことにし（1981 年の「常用漢字表」に「狙う」はない），「ただし，「経
費節約をねらう」「企画のねらい」などのように，比ゆ的に使う場合は，なるべくひ
らがな書きにする」と決まった。「獲物を狙う」などは漢字で書く慣用が強く，新聞
でも漢字表記をすでに採用していること，「企画のねらい」などはかな書きの慣用が
強いことを理由に挙げている。しかし本当に意味による書き分けはあるのだろうか。
「当用漢字表」（1946），「常用漢字表」（1981）の時代には「ねらう」「ねらい」はかな
書きが原則であった。しかし「狙撃」などの漢語もあるため，「獲物を狙う」「狙い撃
ち」に「狙」を使いたくなったものの，「企画のねらい」などについては，特に現場
の要望がなかったということに過ぎないように推測する。新聞が「狙う」「狙い」を
採用したときよりも前から紙面に漢字表記が見られたということであれば，個々の記
者が勝手に表外字の「狙」を使ったことになり，新聞としては問題である。また一般
の書籍や雑誌に使われていたということであれば，漢字表記とかな書きの実例数およ
び意味による書き分けの有無を示す実例数を示したうえでないと，上記のような決定
は下せないのではないかという疑問が残る。複雑な書き分けを示さないほうが運用し
やすい可能性も考慮すべきであろう。同様の現象が見られる動詞を数多く集め，その
表記を整理する必要がある。
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と考える。「名詞＋助詞＋動詞」という通常の文の構造を考えるならば，その最初に位置す
る名詞が漢字かな交じり文において，もっとも漢字の必要性が高い品詞である。それゆえ，
場合によっては，名詞と動詞の表記に差を持たせることに意義がある。
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